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広く自由な神の恩寵の世界を 
精緻かつ壮大に描き上げた 
20 世紀の神学大全を道案内する。
バルトの主著《教会教義学》は20 世紀神学における最も
重要な貢献の一つだが、邦訳で 36 巻に及ぶ膨大で複雑
な内容は、通読はおろか全容を見通すことも困難である。
本書は、生涯にわたり《教会教義学》に取り組んできた
著者が一般読者のために試みた平易な道案内であり、バ
ルト神学への無二の入門書ともなっている。

著者てらぞの・よそき氏は 1939 年生まれ。九州大学名誉教授。また西南学
院大学教授、院長、理事長、福岡女学院院長を歴任。著書『カール・バル
トのキリスト論研究』（創文社）、『途上のキリスト論』（新教出版社）他。
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1957 年、《教会教義学》「和解論」執筆の頃の
バルト。


